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5.2　基本方針

5.2.1 海城市交通計画の全体方針

海城市の交通計画の策定に当たって、この交通の役割を大きく二つに分けて考えることとする。

一つは社会の交通に対する要請に応えることであり、もう一つは交通が社会を変化させる機能を

利用して地域開発をリードする役割を促進することである。

社会の交通に対する要請としては日常的な交通需要を満足させることである。この要請は社会

の発展とともに変化するので、必要な交通施設整備が遅れがちになるのであるが、これを是正し

て社会の交通に対する要請を満たすことである。たとえば、自動車の普及により道路の舗装が必

要になるとか、交通量が増加して道路混雑が激しくなり、これに対応しなければならない等が挙

げられる。

また、社会の交通に対する要請として見過ごせないのが交通シビルミニマムの確立である。交

通計画がとかく交通量の多い、社会経済的にも豊かな地域の混雑問題解決に追われてしまう傾向

がある中で、交通量の少ない農村部、山間部の道路は計画から外れて放置されてしまう場合が生

じてくる。しかし、社会のバランスの取れた発展のためには、これらの地域においても最低限の

交通手段を確保し、社会・経済サービスへのアクセスを保証する必要がある。

交通が地域開発をリードする役割の例としては、たとえば新たに道路を建設することにより、

これまで未利用であった地域が大いに発展するなどが挙げられる。海城市の開発ポテンシャルを

基礎とした交通整備を考える。

海城市交通計画の策定に当たっては、上に述べた交通の二つの役割を認識して、すべての地域

での最低限の交通アクセス確保を前提に、海城市の交通に対する要請を満足させるとともに、新

たな開発可能性を促進するための交通計画を以下の三つの基本方針のもとに作成する。

・ 交通シビルミニマムの確立

・ 需要への対応

・ 開発ポテンシャル促進

なお、交通行政に関わる課題は海城市の責任範囲外となるものが多いので、問題点として指摘

したにとどめ、一部を除いて計画課題から除外する。

5.2.2 海城市地域交通計画の基本方針 – 都市 – 農村関係の再編

5.1.2(5)に示した海城市の地域交通に関わる課題は以下の三点であった。

・ 主要鎮への道路の集中と、それによる都市交通への通過交通の混入への対策

・ 道路の集中の別側面として、鎮相互の道路ネットが不足している問題

・ ボトルネックとしての浮橋の橋梁化

また、将来の海城市地域開発の方向として、中心都市である海城市区がその牽引役となり、商

業、金融、行政の都市機能の充実が図られる。各鎮が海城市区のこれらの機能を有効に利用する

ために、各鎮と海城市区の連結強化が必要である。現在の道路ネットワークは基本的には海城市
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区集中型であるが、浮橋等のボトルネックがあり、一部の鎮からの海城市区へのアクセスは必ず

しも満足できるものではない。したがって、市区との連絡道路の強化も課題に加えることとする。

交通による地域開発の促進に関しては、東部山岳地帯の果物産業振興策、海城市の交通の要衝

としての地理的優位性を活かしたトラックターミナル及び内陸コンテナ基地(ICD: Inland

Container Depot)の設置を考える。

以上により、｢都市 – 農村関係の再編｣を目標とする海城市地域交通計画の基本方針を以下の

四点にまとめた。

・ 市区 – 鎮中心の連結強化

・ 海城市区への通過交通排除

・ 重点鎮相互及び周辺鎮との連結強化

・ 地域開発ポテンシャル促進

図 5-13 はこの基本方針のもとに作成した海城市地域交通の将来計画図である。海城市に関連

する既存の計画を前提として、上述の基本方針に基づいた既存道路の改良及び新設道路の建設を

示した。

この計画は上の基本方針に沿い、次の内容から構成される。

１） 市区 – 鎮中心の連結強化

・海城市区– 王石 – 什司県の改良

・新台子 – 耿庄間道路新設

・温香鎮 – 望台間の浮橋橋梁化

２） 海城市区への通過交通排除

・海城市の環状道路計画西側部分の南北への延伸(海城バイパス)

３） 重点鎮相互及び周辺鎮との連結強化

・大環状道路建設: 牛庄、感王、牌楼、馬風、什司県、大屯、騰鰲、東四方台、

耿庄を結ぶ

・中環状道路建設: 南台、東四、西柳、毛祁、八里、王石を結ぶ

・海高線の感王、西柳、海城市区ルートを拡幅

・牛高線浮橋橋梁化

４） 地域開発ポテンシャル促進

・大環状道路沿道の感王と国道黒大線間にトラックターミナル、内陸コンテナ基

地建設
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5.2.3 海城市都市交通計画の基本方針 – 魅力ある市区づくり

海城市区は現在及び将来ともに海城市の中心として地域発展の核となる地区であり、都市交通

計画としても「魅力ある市区づくり」の標語のもとに開発計画を策定する必要がある。5.1.3(5)

では以下の課題を指摘した。

５） 市区道路網

６） 交通管理

７） 交通行政

市区道路網の完成は環城南路西側部分(現在工事中)と次幹道以下の街路ネットワーク整備の

必要性を指摘した。また、交通管理の問題としては歩行者交通処理、駐車問題、道路標示・標識

および交通マナー問題を提示した。交通行政に関しては市区の都市交通計画への近代的手法導入

必要性を述べた。

上に述べた都市交通の現在の課題に対処するためと将来の都市づくりのために、都市交通計画

の基本方針を以下の三点とした。

８） 魅力ある街路建設

９） モータリゼーションへの対応

１０） 安全で秩序ある都市交通

図 5-14 はこの基本方針に基づく都市道路計画図である。

魅力ある街路建設は「魅力ある市区づくり」に対応するもので、少なくとも主幹道については

歩道整備、街灯、並木、植栽の整備が必要である。また、環城東路の東にもう一本の平行する主

幹道を建設し、市街地再開発を含む新たな街区作りを提案した。図 5-14 には次幹道以下の計画

を示せなかったが、既成市街地によりすでに建物が密集しており、市街地再開発計画の中で整備

して行く必要がある。その際、現在の大街区がおよそ 500m 四方の区画になっているが、これを

100m 程度の区画に区切る街路計画が必要である。

モータリゼーションへの対応は地域交通で述べた海城バイパス道路による通過交通の排除と

ともに、市区内での駐車スペース確保が必要である。海城市の現在の駐車スペースは路上、歩道

が中心であるが、モータリゼーションの進展による急激な自動車増加に対応するために、計画的

な駐車場整備が必要となる。現在の市街地の中に確保できる駐車スペースは限られており、次幹

道以下の道路整備とあわせて、市街地裁開発計画の中で整備して行かざるを得ない。市民にとっ

て魅力ある市区とするために、駐車対策は欠かせない。

安全で秩序ある都市交通は主として道路交通表示・標識の整備、交通マナー、歩行者交通処理

の改善であり、交通安全の確保を主眼とした。交通行政の課題である近代的な交通計画手法の導

入もここに含めて、安全で秩序ある都市交通の実現を目指す。管轄区域の道路地図、幅員、舗装

状況、道路施設状況を含む道路インベントリーの一元的管理とともに、定期的な交通調査を実施

して、近代的な交通計画手法を早急に導入する必要があると考えられる。
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5.2.4 海城市郷村交通計画の基本方針 – 農業・農村の持続的発展

5.1.4(2)に示した海城市郷村交通の課題は主に村道に関するもので、村道の整備水準が非常に

遅れている点を解決しなければ、村民の教育、医療、文化という社会的サービスへのアクセスに

重大な障害が生じると述べた。また、いくつかの主要鎮では道路網が集中し、市街地での交通混

雑が問題になりつつある点を指摘した。

以上の課題と、農業・農村の持続的発展という目標を達成するための郷村交通計画の基本方針

として、以下の三点を挙げる。

１１） 交通シビルミニマムの確立

１２） 鎮村道路ネットワークの形成

１３） モータリゼーションへの対応

交通シビルミニマムの確立は、郷村部道路、とりわけ村道に関して、人間として生活していく

場合に最低必要な水準で整備することを意味している。この水準は国、時代により異なるが、将

来のモータリゼーションに備えて、最低自動車が利用できる水準に整備する必要がある。

鎮村道路ネットワークの形成は、最低限の社会サービスは鎮で供給可能であるという前提のも

とに、鎮と村の間の道路ネットワーク整備を提案するものである。

所得の上昇とともにモータリゼーションが進展する。都市部での進展とともに重量物の運搬が

必要な農村部における進展も急速に生じる。現在の村道は、未舗装で雨天には自転車も通行でき

ないものがあるが、舗装と拡幅を基本とした整備を提案する。

このような方針で郷村道が整備されない限り、郷村部は地域社会から孤立し、発展の圏外に去

る可能性が強い。海城市のバランスある発展のためには道路ネットワークの整備による郷村部で

の交通シビルミニマムの確保が重要な要件となろう。
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5.3 開発プロジェクト案

5.3.1 海城市地域交通計画

(1) 市区 – 鎮中心の連結強化

1) 海城 – 王石 – 什司県道路の拡幅

a.意図

・什司県の海城市区アクセス改善

・海高線感王- 海城間の改良と連携して海城市の東西軸道路の強化

b.立地

・起点: 海城市、終点: 什司県

・通過地点: 王石、上英

c.実施上の重要課題

・上英 – 什司県間の山岳部工事

・拡幅区間の沿道状況

2) 新台子 – 耿庄間道路の拡幅(一部新設)

a.意図

・新台子鎮の海城市アクセス改善

・海城市地域交通ネットワークの充実

b.立地

・起点: 耿庄、終点: 新台子

・通過地点: 西四方、板橋

c.実施上の重要課題

・三通河橋梁工事

・新設区間の農地保全

・拡幅区間の沿道状況

3) 温香 – 望台間浮橋の橋梁化

a. 意図

・高陀、温香鎮と海城の連結強化

・省道鞍羊線の混雑緩和

・鎮間交通ネットワークの充実

b. 立地

・太子河刈家台付近

c. 実施上の重要課題

・太子河の氾濫状況

(2) 海城市区への通過交通排除

1)環状道路南側延伸
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a.意図

・現在建設中の環状道路のバイパス機能強化

・黒大線通過交通の海城市市区への進入阻止

b.立地

・起点: 海高線前石付近、終点: 黒大線商家台付近

・通過地点: 古城付近

c.実施上の重要課題

・環状道路計画との調整

・一部新設区間があるため、農地保存の問題

・拡幅区間の実現可能性

・商家台付近の交差点

2) 環状道路北側延伸

a.意図

・現在建設中の環状道路のバイパス機能強化

・黒大線通過交通の海城市市区への進入阻止

・重点鎮相互の連結強化: 南台 - 西柳 - 感王ルートの連結強化

b.立地

・起点: 南台、終点: 建設中の環状道路

・通過地点: 平耳房

c.実施上の重要課題

・環状道路計画との調整

・一部新設区間があるため、農地保存の問題

・南台付近での国道との接続

(3) 重点鎮相互及び周辺鎮との連結強化

1) 大環状道路建設

a. 意図

・牛庄、感王、牌楼、馬風、什司県、大屯、騰鰲、東四方台、耿庄の重点鎮、周辺鎮の連結

・牌楼、英落から発生するマグネサイト、タルク輸送のバイパス道路

・海城フルーツラインの形成

b. 立地

・起点:牛庄 終点: 騰鰲

・経由地: 感王、牌楼、馬風、什司県、大屯

・牛庄、騰鰲間は改良済みの省道瀋営線を利用。

c. 実施上の重要課題

・県道析青線と牌楼間の山岳道路建設

・牌楼と南二道間の道路の改良
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・南二道と国道黒大線他山間の道路新設

2) 中環状道路建設

a. 意図

・海城市に近い南台、東四、西柳、毛祁、八里、王石の各鎮を結ぶ

・各鎮から瀋大高速道路西柳インターチェンジへのアクセス改善

・中環状道路より外側の鎮、及び地域相互の交通の海城市区バイパス効果

・海城市衛星鎮ネットワーク形成

b. 立地

・起点:南台 終点: 南台

・経由地: 東四、西柳、毛祁、八里、王石

c. 実施上の重要課題

・新設区間が多いため、優良農地の減少の恐れ

・既存交通ネットワークが集中しているために、立体交差、連絡のために費用がかさむ

3) 海高線の感王、西柳、海城市区ルート拡幅

a. 意図

・交通量が多い感王と海城市間の拡幅

・将来的にも東西高速道路のインターチェンジ設置、上記の大環状、中環状道路との接続が予

定されるので拡幅が必要。

b. 立地

・起点:海城市(国道黒大線) 終点:感王

・経由地: 西柳

c. 実施上の重要課題

・特になし

4) 牛高線浮橋の橋梁化

a. 意図

・高陀、温香鎮と牛庄の連結強化

・省道鞍羊線の混雑緩和

・鎮間交通ネットワークの充実

b. 立地

・太子河前湖付近

c. 実施上の重要課題

・太子河の氾濫状況

(4) 地域開発ポテンシャル促進

1) トラックターミナル、内陸コンテナ基地新設

a. 意図

・海城市の交通上の立地優位性を利用した輸送及び流通産業振興
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・瀋大高速西柳インターチェンジ、感王と西柳の中間に予定されている東西高速道路、国道、

鉄道に近くトラックターミナル、内陸コンテナ基地建設には絶好の立地条件

b. 立地

・感王から国道黒大線にいたる大環状道路沿線

c. 実施上の重要課題

・輸送・流通産業の成熟度

・鉄道との連携

5.3.2 海城市都市交通計画

(1) 魅力ある街路建設

1) 市区東部都市幹線道路新設

a. 意図

・海城駅市区東部の幹線道路の整備水準が低いので、将来の街区形成を図る。

・国道黒大線北部と王石、馬風方面間の交通の市中心部通過の迂回路とする。

b. 立地

・体育街を体育場北部から城東路を経て北順城路まで拡幅する。さらに、南方に向けて玉皇山

西側経由で同澤路まで新設。

・衛士東路の拡幅

・城東路拡幅

・震興路の延伸新設

・環城南路の延伸新設

c. 実施上の重要課題

・沿道の民家、商家の移転、補償

・新設区間の農地保全

2) 市区内細街路整備

a. 意図

・市区内の幹線道路は比較的良く整備されているが、約 500m 四方の街区内部の細街路は一般

的に未舗装で幅員も狭いため、これを拡幅するとともに舗装して、魅力ある市区を形成させ

る。

b. 立地

・ほぼ市区全域

c. 実施上の重要課題

・市街地再開発とセットで計画しなければならない。

3) 幹線街路の緑化、街灯設置、歩道整備

a. 意図

・市区内の幹線道路は比較的良く整備されているが、都市のアメニティを増進させる装置とし
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ての街路としては不十分である。したがって、並木、花壇の整備、街灯設置、歩きやすい歩

道の整備により魅力ある市区づくりにを図る。

b. 立地

・市区の主要幹線道路沿道

c. 実施上の重要課題

・特になし

(2) モータリゼーションへの対応

1) 市区駐車場整備計画

a. 意図

・海城市では自動車普及が遅れており、駐車場問題はまだ深刻ではない。だが、市民の所得水

準向上とともに自動車時代が必ず到来することは世界の多くの都市、中国の先進都市におい

て実証済である。現在の海城市区内には、屋外・屋内を問わず駐車設備はほとんど存在せず、

路上、歩道駐車が常態化している。市区内の建物も駐車設備を考慮せずに建設されている。

将来のモータリゼーションと都市計画を踏まえた駐車場整備計画が必要である。

b. 立地

・市区内全域

c. 実施上の重要課題

・自動車普及動向の把握

・都市計画との連携

(3) 安全で秩序ある都市交通

1) 市区都市交通関連施設整備

a. 意図

・海城市区の都市交通関連施設の問題として以下の点が重要である。

・道路の車線、指示等の道路表示マーキング不備

・交通信号設置交差点が少ない

・横断歩道、歩行者用交通信号がほとんどない

・歩道が建設工事により閉鎖されている

・魅力ある市区づくりのために市区内の幹線道路を最優先として、都市交通関連施設の整備を

行う。

b. 立地

市区内全域

c. 実施上の重要課題

特になし

2) 交通管理体制強化

a. 意図

・海城市区の都市交通問題として路上駐車、違法横断、違法追い越し、違法通行等に見られる



5-56

ように道路交通規則の遵守が不徹底な点が挙げられる。

・これらの問題解決のために、交通安全教育を徹底するとともに、交通取り締まりを強化して、

魅力ある市区づくりのための交通管理体制を強化する。

b. 立地

・市区内全域

c. 実施上の重要課題

・交通管理施設整備

3) 都市交通計画体制充実

a. 意図

・海城市区の都市交通計画は不十分な情報に基づいて実施されている。OD 調査はともかく、定

期的な交通量観測も実施されておらず、計画に必要な道路地図も存在していない。

・主要な市区道路、交差点における定期的な交通量観測、営業用、自家用区分を含めた車種別

自動車登録台数の把握、市区内の開発動向把握等の総合的なデータベースに基づく都市交通

計画体制を確立する。

b. 立地

・特になし

c. 実施上の重要課題

・都市交通関連官庁の協力

・交通計画専門家の配置

5.3.3 海城市郷村交通計画

郷村交通問題の最重点は交通シビルミニマムの確立と考えられる。したがって、優先プロジェ

クトとしては村道整備のみを掲げ、精力的な整備を提案する。

1) 村道整備

a. 意図

・村道の整備は基本的に村によって行われている。計画段階では上級官庁である鎮、海城市の

承認を経る場合があるが、その建設財源は村の負担となっている。また、上級官庁は村道が

管轄範囲外のため、その現状把握も十分でない。

・したがって、村道整備は村の財政状態に大きく左右され、裕福な村では比較的良好な村道が

整備可能であるが、貧困地域では実施不可能な状態である。

・道路は住民が生活していく上で必要不可欠な社会インフラであり、その整備はシビルミニマ

ムとして社会全体で達成すべきものと考えられる。

・村人の最低限の生活インフラを保証するために、海城市政府自らがその計画策定に積極的に

関与し、財政的支援を与えて建設を進めるべきと考える。

b. 立地

・特に貧困村の未整備、未舗装道路
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c. 実施上の重要課題

・村道の財源負担原則の見直し

・海城市政府の行政管轄範囲を村道情報のとと収集、村道計画立案まで拡大する。

・村道規格の確立
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5.4 優先プロジェクト

交通分野の開発プロジェクトは 5.3に述べたように、本開発計画の全体方針をもとに以下の三

点を基本方針として提案した。

・ 交通シビルミニマムの確保

・ 交通需要への対応

・ 開発ポテンシャル促進及び実現

交通シビルミニマムの確保は言うまでもなく健全でバランスの取れた社会形成のかなめであ

る。海城市の経済、文化がその行政範囲内において適切に共有されるためには、最低限の交通

インフラの整備が重要である。本プロジェクトの基本方針の一つである｢農業・農村の持続的発

展｣にも大きく関わるものである。しかし、村道の改善のためには、予算措置、計画体制を含め

た現在の関連する諸制度の改革が必要である。これには多くの関係者の議論と合意形成が必要

であり、そのための時間も決して短くないと考える。したがって、交通シビルミニマムに関わ

るプロジェクトの緊急性は高いものの、優先プロジェクトから除外した。

｢開発ポテンシャル促進及び実現｣も、海城市の将来の経済的発展を視野に置いた場合、重要

性が高いものである。しかし、交通シビルミニマムの確保と同様に、開発ポテンシャル実現の

ためには開発計画策定、資金確保、種々の行政手続き等多くの前提条件を満たすために、長期

の時間が必要である。したがって、その重要性は認識するものの、優先プロジェクトから除外

した。

交通分野の優先プロジェクトは、したがって、結果的に｢交通需要への対応｣方針の開発プロ

ジェクトから選定した。

優先プロジェクトの選定は、問題の緊急性と期待される便益の大きさを基準として選定した。

選定のための指標としては以下のものを用いた。

・ 道路交通量

・ 短絡効果

・ 短、中期的交通量増加見込みへの対応

道路交通量

図 5-9 に示したように、1998 年の海城市道路交通量は省道鞍羊線が一番多く、一日平均で約

17,000pcu、続いて県道海高線の 15,000pcu、国道黒大線の 13,000pcu である。

鞍羊線の交通量が多いのは海城市の東西方向の交通が浮橋で制限されており、鞍羊線の橋梁

のみが交通容量を持っているためと考えられる。しかし、九五計画で省道大盤線の浮橋橋梁化

（遼河三岔河大橋）が進められる予定があり、鞍羊線の交通量は大盤線経由に転換する部分が

かなり見込まれる。

県道海高線については現在のところ拡幅計画はない。同線の交通量は海城市の観測交通量で

は第 2 位の多さである。また、現在建設中の東西高速道路(盤錦 - 海城市)のインターチェンジ
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が同線上に設けられることもあり、近い将来により多くの交通量が見込まれる。

国道黒大線は第三位の交通量であり、道路ネットワーク構造上の原因から海城市区への通過

交通量が問題となっている。海城市ではこの通過交通を処理するために市区の西側にバイパス

道路の建設計画を進めている。しかし、この道路の形状がバイパス道路としては必ずしも適切

ではなく、その効果が疑問であると考えられる。

短絡効果

短絡効果は既存の迂回ルートを改善するために直結ルートを新設したときの効果である。海

城市の現在の道路ネットワーク構造により、道路が中心的な市、郷鎮へ集中していて、周辺鎮

相互の交通が結果的に迂回ルートを形成している。特に海城市の周辺鎮相互の連絡は非常に不

便である。

大環状道路、中環状道路プロジェクトは海城市市区へ通過交通問題を解決するとともに、こ

れらの迂回交通の問題を解決する。特に、中環状道路は市区周辺の鎮相互を結ぶもので短絡効

果が高いと考えられる。また、各鎮から瀋大高速、東西高速へのアクセスも短縮できる。

海城市が計画を進めている西環状道路に対し、南側及び北側への延伸プロジェクトを提案し

たが、これも短絡効果をねらい、そのバイパス効果を高めるためのものである。

短、中期的交通量増加見込みへの対応

東西高速道路への交通が当面第一に対処しなければならない問題であると考える。その意味

で、海高線の拡幅は優先度が高い。

西環状道路の南側及び北側延伸プロジェクトも将来的な交通量増加が見込まれる。

また、近い将来に急速に進展すると考えられるモータリゼーションを考慮すると、中環状道

路の役割が重要であると考えられる。周辺鎮相互の交通処理はもとより、周辺鎮から国道、高

速道路へのアクセスが市区中心を経由することなくバイパスされる効果は、モータリゼーショ

ンを視野に入れた場合に大きな意味を持ってくると考えられる。

以上から、交通分野の優先プロジェクトとして以下の三プロジェクトを選定した。

・海城市環状道路西側区間のバイパス機能強化プロジェクト

・海高線感王、西柳、海城市区ルート拡幅プロジェクト

・中環状道路建設プロジェクト

なお、今回優先プロジェクトに含めることができなかった｢交通シビルミニマムの確保｣、｢開

発ポテンシャル促進及び実現｣を目的とするプロジェクトも、海城市の将来発展の観点からは非

常に重要なプロジェクトである。とくに、以下の三プロジェクトについての緊急な調査が望ま

れる。

・ トラックターミナル、内陸コンテナ基地建設

・ 村道整備

・ 海城市フルーツライン建設
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5.4.1 海城市環状道路西側区間のバイパス機能強化プロジェクト

(１) プロジェクトの目的

海城市は国道黒大線を含めて、多くの道路が市区内に集中しており、市区内を経由する必要

がない通過交通による交通混雑が深刻になりつつある。海城市はこの問題の抜本的解決のため

に、特に国道黒大線の通過交通をバイパスさせる目的で市区西側部分に環状道路の建設を具体

化した。しかし、現在計画が進められつつある環状道路は既存の市区内通過ルートに比べて大

幅な迂回路となるため、バイパス効果が薄れる懸念がある。

  本プロジェクトは同環状道路の北側及び南側区間を延伸してバイパス機能を強化することを

目的とする。

(2) プロジェクトの内容

1) 北側区間延伸

・ ルート：南台、平耳房、西側環状道路

・ 総延長：16.5 Km

・ 新設区間延長：5.2 Km

・ 拡幅区間延長：11.3 Km

・ 規格：1 級(国道黒大線と同クラス )

2) 南側区間延伸

・ ルート：西側環状道路(海高線前石付近)、国道黒大線商家台付近

・ 総延長：5.8 Km

・ 新設区間延長：5.8 Km

・ 拡幅区間延長：0.0 Km

・ 規格：1 級(国道黒大線と同クラス )
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(3) プロジェクトの対象範囲

(4) プロジェクトの実施スケジュール

   

(5) プロジェクト予備評価

本プロジェクトの導入により、海城市区内の国道黒大線交通量が一層減少することが期待さ

れる。期待される主要な便益は以下の通りである。

・ 国道黒大線海城市区内交通量の減少による混雑緩和効果

・ 混雑緩和による交通時間短縮

・ 混雑緩和による交通費用短縮

コンポーネント 2000年 2001年 2002年 2003年
1.北側区間延伸
  詳細設計
  建設準備
  建設
2.南側区間延伸
  詳細設計
  建設準備
  建設

既存環状道路計

1) 北側区間延伸

2) 南側区間延伸

 前 石  

商家台

南台

海城市
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・ エネルギー節約

・ 排気ガス減少による市区内大気汚染の減少

・ 南台 – 西柳  – 感王の連結強化

また、本プロジェクトの実施により、バスパス交通は若干の迂回を余儀なくされる。そのため車両運転

費用増加の可能性があるが、これは混雑減少効果によって逆に全体として大きな便益を構成すると考

えられる。

さらに、本プロジェクトは既存計画である海城市西側環状道路の付加的部分の建設であるた

め、投資費用も少なく、費用対効果が大きいプロジェクトと期待される。

したがって、予備的評価としてはフィージブルと評価できるものと考えられる。

(6) プロジェクト関連機関

・ 海城市交通局

・ 海城市城郷建設管理局

・ 遼寧省交通庁

・ 鞍山市交通局

(７) プロジェクト実施条件

本プロジェクトの実施に当たっては、一部新設区間があるために、一部の農地の道路利用へ

の転換処置が必要である。拡幅部分についても同様の処置が必要である。

また、海城市が計画を進めている西環状道路との接続、国道黒大線との接続を適切に行う必

要がある。特に後者については鉄道(長大線)との立体交差が必要である。
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5.4.2 海高線感王、西柳、海城市区ルート拡幅プロジェクト

(１) プロジェクトの目的

本プロジェクトの区間は観測交通量では鞍羊線に次いで海城市で 2 番目に交通量が多い。こ

れは海城市の中心である海城市区、西柳の服飾マーケット、感王の装飾品マーケットを結ぶル

ートであると同時に、港湾都市営口への通過ルートとなっているためであるとも考えられる。

本プロジェクトの交通量は今後のモータリゼーションの進展により、急速に増大することが見

込まれるので、これに対処する必要がある。

また、前述のように盤錦と海城市を結ぶ高速道路のインターチェンジが海高線に設置される

計画であり、交通量の増加が大きいと予測される。

したがって、現在観測されている交通需要に対処するとともに、見込まれる交通量の増大に

備えて同区間の交通容量を増加させることが本プロジェクトの目的である。

(2) プロジェクトの内容

・ ルート：海高線海城市区、西柳、感王間の拡幅

・ 総延長：17.1 Km

・ 新設区間延長：0.0 Km

・ 拡幅区間延長：17.1 Km

・ 規格：1 級

(3) プロジェクトの対象範囲

既存環状道路計

海高線感王－西柳－海城市

区ルート

海城市

感王

西柳
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(4) プロジェクトの実施スケジュール

   

(5) プロジェクト予備評価

前述のように海高線の交通量は海城市で二番目に多い。現在建設中の東西高速道路の完成に

より増加する交通量を考慮すれば拡幅による交通容量拡大便益は非常に大きいと考えられる。

また、既存ルートの拡幅であるので、新設道路の建設に比べて費用も相対的に少ないため、高

いフィージビリティーを持つものと予想される。

本プロジェクトの導入により期待される主要な便益は以下の通りである。

・ 海高線の混雑緩和効果

・ 混雑緩和による交通時間短縮

・ 混雑緩和による交通費用短縮

・ エネルギー節約

・ 排気ガス減少による沿道大気汚染の減少

・ 南台 – 西柳  – 感王の連結強化

以上から、予備的評価として、本プロジェクトはフィージブルと評価できるものと考えられ

る。

(６) プロジェクト関連機関

・ 海城市交通局

・ 海城市城郷建設管理局

・ 遼寧省交通庁

・ 鞍山市交通局

(７) プロジェクト実施条件

本プロジェクトの実施は既存道路の拡幅であるので、大きな問題は生じないと考えられる。

コンポーネント 2000年 2001年 2002年 2003年
  詳細設計
  建設準備
  建設
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5.4.3 中環状道路建設プロジェクト

(１) プロジェクトの目的

海城市区西側に建設計画が進められている環状道路及び 5.4.1で取り上げた同環状道路のバイ

パス機能強化プロジェクトは主に国道黒大線の市区内交通をバイパスさせる目的を持っている

が、本プロジェクトは中環状道路より外側の鎮相互を短絡し、より広い範囲の交通をバイパス

させる目的を持っている。これにより、南台、西柳関連の交通をバイパスさせるとともに、牌

楼、英落の各鎮で産出されるマグネサイト関連製品輸送バイパスさせる効果が期待できる。

また、本プロジェクトは海城市を取り巻くように配置された鎮を結ぶため、これらの鎮相互

の交流を容易にし、海城市区のもつ都市中枢機能をベースとした衛星鎮形成機能により、海城

市全体のより高度な発展の基礎とすることをも目的としている。

(2) プロジェクトの内容

・ 北側区間延伸

・ ルート：南台、東四、西柳、毛祁、八里、王石

・ 総延長：66.7 Km

・ 新設区間延長：39.4 Km

・ 拡幅区間延長：27.3 Km

・ 規格：2 級

(3) プロジェクトの対象範囲

既存環状道路

王石

八里毛祁

西柳

東西

南台
中 環 状 道 路

海城市
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(4) プロジェクトの実施スケジュール

   

(5) プロジェクト予備評価

本プロジェクトの導入により、海城市区内への通過交通、特にマグネサイト関連の大型車及

び農業用車両の流入を排除することが期待できる。前述のように将来のモータリゼーションを

念頭に置いた場合、この効果は非常に大きい。期待される主要な便益は以下の通りである。

・ 海城市区内交通量の減少による混雑緩和効果

・ 海城市区内の大型車混入率の減少による交通時間短縮、費用短縮

・ 海城市区内の大型車混入率の減少による道路損傷の減少

・ 混雑緩和による交通時間短縮

・ 混雑緩和による交通費用短縮

・ エネルギー節約

・ 排気ガス減少による市区内大気汚染の減少

・ 周辺鎮相互の交通時間、費用短絡による節約効果

・ 南台、西柳、東四、毛祁、八里、王石の各鎮相互の連結強化と開発ポテンシャルの強化

本プロジェクトは新設区間が比較的多いこと、鉄道、高速道路等の既存の交通ネットワーク

との交差が多いことから投資費用がかさむ恐れがある。しかし、海城市区を核とした衛星鎮ネ

ットワークの形成が海城市の発展に果たす効果という中長期的な観点から見た場合、その便益

は非常に大きいと考えられる。

したがって、予備的評価としては短期的なバイパス効果とともに中長期的な便益を考慮して

フィージブルと評価できるものと考えられる。

(６) プロジェクト関連機関

・ 海城市交通局

・ 海城市城郷建設管理局

・ 遼寧省交通庁

・ 鞍山市交通局

(７) プロジェクト実施条件

本プロジェクトの実施に当たっては、新設区間が多いために、農地の道路利用への転換処置

が必要である。拡幅部分についても同様の処置が必要である。

また、瀋大高速道路、東西高速道路、鉄道長大線、国道黒大線との交差の処理が必要である。

コンポーネント 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年
  詳細設計
  建設準備
  建設
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